
                             令和 3年 4月 23日 第 80号 

回覧  地域再生 協議会だより  

   百合が丘 2‐29‐6（老人憩いの家）59‐9356（火・金午前）isshiki-saisei@grace.ocn.ne.jp 

後継組織、今秋めどに 

村田町長、一転「支援の継続」を表明 

地域再生協議会は 13 日（火）、令和 3 年度の第 1 回本部会議（役員会）を開き、令和２年度の

事業・収支を承認し、３年度の事業計画を決めた。会議には村田邦子町長が出席し、「協議会活

動の蓄積を発展的に継続して行けるよう、新たな組織、事務局体制を一緒に考えていきたい」とあ

いさつした。昨年 11 月の移動町長室では、現組織解散後の町の関わりについて消極的な姿勢を

見せていたが、ここに来てバックアップする意向を明確にした。今後、二宮町、自治会など小学校

区内団体とともに、今秋をめどに新体制案を固めることになる。 

 第１回本部会議の議題は、R2 年度の事業・収支

報告、監査報告、３年度役員改選、３年度予算・事

業計画など。このほか、協議会解散後の組織体制、

にのみや地域情報（にのっち）の再編などについ

て話し合った。 

 第 2 期 3 年計画の中間年に当たる前年度は、コ

ロナ感染への対応からほとんどの計画が見送られ

た。歳入、歳出とも 200 万円を大きく下回り、国・町

に 20万円近くを返還することになった。役員人事では、新理事就任は志賀正也・百合 1地区長な

ど 3名と、小幅の異動にとどまった。 

 協議会の活動が最終年度を迎える令和 3 年度は、6 年間の事業の総仕上げと組織解消後への

備えが大きなテーマになる。このうち、後継組織の準備は年度前半にも終える必要がある。また事

業活動は、各部会とも未実施の R2 年度事業を練り直したうえで臨んでいるものの、年度当初から

の着手が困難になっており、年度途中での修正は避けられそうにない。 

（R2年度決算、R3年度計画などは裏面、協議会 HP https://saisei.nino-community-info.com参照） 

ラディアン音楽祭、来年２・１２に変更 
 音楽活動部会（三浦憲門部会長）が計画中のラディアン 20周年記念協賛音楽祭は、11月の予

定を来年 2月 12日（土）に変更する。ウイルス感染の広がりに伴う練習、演奏環境の悪化などを

受けたもので、町教育委員会との話合いで延期が決まった。同音楽祭には 4団体の出演が決ま

っているが、他団体も開催時期をそれぞれ年度後半に移す。 

 音楽活動部会はこれまで一色小体育館で開催してきた「やまゆり里山音楽祭」を町中央部に移

し、これを契機に有料化に踏み切る方針を決めている。しかし、今のところ半年程度の練習期間が

必要な合唱団も活動再開が難しく、会場利用上の制約もあって年度後半への変更を決めた。 
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